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機能の概要と変更履歴

要約データ

Table 1:要約データ

5G-UPF該当製品または機能エリア

VPC-SI

SMI
該当プラットフォーム

無効：設定が必要機能のデフォルト設定

N/Aこのリリースでの関連する変更点

UCC5GUPF構成およびアドミニストレーショ

ンガイド

関連資料
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更新履歴

Table 2:マニュアルの変更履歴

リリース改訂の詳細

2021.02.0Wi-Fiから LTEへのハンドオーバーのサポートが追加
され、UPFでコンバージドデータパス機能を有効にす
る構成が追加されました。

2021.01.0最初の導入。

機能説明
コンバージドデータパス機能により、SGW-C/cnSGWおよびセッション管理機能（SMF）/イン
ターワーキング機能（IWF）を使用してUPFインスタンスの同じUEのセッションを相互接続
でき、コンバージド/折りたたみデータパスを構築し、より高いスループットを実現できます。
この機能の目的は次のとおりです。

• UP/UPFの選択ロジックは、SGW-C/cnSGWと SMFでの同じノードの選択を支援するよう
に拡張されています。

• SxDemuxは、それぞれ N4または Sxaの既存のセッションに基づいて同じセッションマ
ネージャ（SessMgr）インスタンスを選択します。

• Sxaセッションと N4セッションの関連付けは、SessMgrで行われます。

•データパスは、転送プレーンで折りたたむことができます。

•サブスクライバのデータパスの余分なホップが排除され、遅延が減少し、ユーザー体験が
向上します。

アーキテクチャ

この機能の一部として、SGW-C/cnSGWと SMFによって確立された同じ UPFインスタンスに
2つのセッションがあります。確立されると、ソフトウェアロジックがピアセッションを決定
し、パケット処理用のコンバージド/折りたたみデータパスが UPFノードで可能になるように
します。
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機能の仕組み
ここでは、この機能の仕組みを説明します。

SxDemuxMgr
UP/UPFの分散アーキテクチャでは、セッション（Sxaまたは N4）は異なる SessMgrインスタ
ンスで実行されます。単一のSessMgrへのセッションの縮小またはコンバージをサポートする
ために、SessMgrインスタンスは確立時に両方のセッションによって選択されます。

SxDemuxで、SessMgrインスタンスの選択に Sx Establishment要求（Sxaまたは N4）を受信す
ると、リモート F-TEIDから SessMgrインスタンスを検索するために解析され、対応するセッ
ション（それぞれN4またはSxa）が確立されます。SessMgrインスタンスに組み込まれている
トンネル識別子を含む F-TEIDが抽出されます。

UPFは SxDemuxで IMSIエントリも維持します。IMSIエントリには、現在のセッションがホ
ストされている SessMgr IDの情報が含まれます。Sx Session Establishment要求受信時に、コン
バージドデータパス機能を有効にすると、SxDemuxは最初に、F-TEIDを使用して、SessMgr
IDの検索を試行します。F-TEIDが存在しない場合は、IMSIルックアップが行われます。F-TEID
と IMSIの両方が存在しない場合、SxDemuxは Sxa/N4レッグに対して同じ SessMgr IDを選択
しません。
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SessMgr
同じ SessMgrインスタンスに、Sxaと N4の 2つのセッションがあります。これらをコンバー
ジするには、以下のロジックを使用してセッションを識別します。

•アップリンクパケットの場合：Egress FARs F-TEIDは Ingress PDRs F-TEIDと一致します。

•ダウンリンクパケットの場合：Ingress FARの F-TEIDが Egress PDRの F-TEIDと一致する
はずです。

F-TEIDには、トンネル識別子とエンドポイント IPアドレスの両方が含まれます。セッション
が識別されると、データパスで必要な情報を使用してコンバージドデータパスが構築されま

す。

データパス

SessMgrでセッションのコンバージェンスが発生すると、SessMgrは、Sxaセッション用にイン
ストールされている高速パスから既存のベアラーストリーム（3タプル）を削除します。これ
は、受信パケットに基づくフローレベルのストリーム（6タプル）が分析される場合にのみ確
立されます。

アップリンクパケットは、S-GWイングレスPDRエンドポイントごとに受信されます。ダウン
リンクパケットは、S-GWイングレス FARベースの外部ヘッダーを使用して転送されます。

課金

UPFは、SMFレッグ（N4レッグ）および S-GWの課金をサポートします。

コールフロー

この項では、コンバージドデータパス機能関連のコールフローについて説明します。

SGW-C/cnSGWと SMF/IWFとの初期接続

次の図は、折りたたまれた UPFを使用した初期接続コールフローを示しています。
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表 3 : SGW-C/cnSGWと SMF/IWFとの初期接続コールフローの説明

説明ステップ

Create Session Request（CSReq）は、SGW-C/cnSGWが受信し、UPFを選択し
ます。

1

SGW-C/cnSGWは、Sx Establishment Request（Sxa）を UPFに送信します。
UPF：

• Sxaセッションを割り当てます。

• S-GWイングレスとエグレスローカル F-TEIDを割り当てる

2

UPFは、Sx Establishment応答（Sxa）を SGW-C/cnSGWに送り返します。3

SGW-C/cnSGWは CSReqを SMF/IWFに送信します。

SMF/IWFは、SGW-C/cnSGWが選択した UPFと同じ UPFを選択します。

4

SMF/IWFは、Sx Establishment Request（Sxa）を UPFに送信します。5

UPFは、Sx Establishment応答（N4）を SMF/IWFに送信します。6

SMF/IWFは、Create Session応答を SGW-C/cnSGWに送信します。7

SGW-C/cnSGWは、Sx Modify要求（Sxa）を UPFに送信します。

UPFは、エグレス FARの一部として P-GW data F-TEIDを更新します。

また、UPFは、内部ロジックを使用して SxaとN4セッションを相互接続し、
すでに作成されているベアラーストリーム（3タプル）を削除します。

8

UPFは、Sx Modify応答（Sxa）を SGW-C/cnSGWに送信します。9

SGW-C/cnSGWは、Create Session応答をMMEに送信します。10

MMEは、Modify Bearer要求を SGW-Cに送信します。11

SGW-C/cnSGWは、Sx Modify要求（Sxa）を UPFに送信します。

UPFは、イングレス FARの一部として eNodeB F-TEIDを更新します。

12

UPFは、Sx Modify応答を SGW-C/cnSGWに送信します。13

S-GWは、Modify Bearer応答をMMEに送信します。14

Collapsed UPFを使用した 5Gから 4Gへのハンドオーバー

次の図は、Collapsed UPFによる 5Gから 4Gへのハンドオーバーコールフローを示していま
す。
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表 4 : Collapsed UPFによる 5Gから 4Gへのハンドオーバーコールフローの説明

説明ステップ

UEの初期接続の一部として、N4セッションは SMFと UPFですでに確立され
ています。

MMEは、Create Session Request（CSReq）を SGW-C/cnSGWに送信します。ハ
ンドオーバー要求の場合、SGW-C/cnSGWは、SMFが選択したものと同じ UPF
を選択します。

1
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説明ステップ

SGW-C/cnSGWは、Sx Establishment Request（Sxa）を UPFに送信します。UPF
で：

• SxDemuxは、FARで受信した P-GW F-TEIDから抽出された同じ SessMgr
インスタンスを選択します。Sxaと N4セッションの両方が同じ SessMgr上
にあります。

• Sxaセッションを割り当てます。

• S-GWイングレスとエグレスローカル F-TEIDを割り当てる

•内部ロジックを使用して Sxaと N4セッションをインターコネクトします
が、ベアラーストリーム（3タプル）はインストールされません

2

UPFは、Sx Establishment応答（Sxa）を SGW-C/cnSGWに送り返します。3

SGW-C/cnSGWは、Create Session応答をMMEに送信します。4

MMEは、Modify Bearer要求を SGW-Cに送信します。5

SGW-C/cnSGWは、Sx Modify要求（Sxa）を UPFに送信します。

UPFは、ダウンリンクデータの eNodeB F-TEIDを更新します。

6

UPFは、Sx Modify応答（Sxa）を SGW-C/cnSGWに送信します。7

SGWは、Modify Bearer要求を SMF/IWFに送信します。8

SMF/IWFは、Sx Modify Bearer要求（N4）を UPFに送信します。UPF：

• F-TEIDを使用して S-GWへの N4 session FARを更新します

•新しい F-TEIDを使用して VPPでの TEPエントリを更新する

9

UPFは、Sx Modify応答（N4）を SMF/IWFに送信します。10

SMF/IWFは、Sx Modify応答を SGW-C/cnSGWに送信します。11

S-GWは、Modify Bearer応答をMMEに送信します。12

Collapsed UPFを使用した S-GW内ハンドオーバー

次の図は、Collapsed UPFによる SGW間ハンドオーバーコールフローを示しています。
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表 5 : Collapsed UPFによる SGW間ハンドオーバーコールフローの説明

説明ステップ

UEの初期接続の一部として、N4および Sxaセッションは SMFおよびUPFです
でに確立されています。UPFで、N4+Sxaセッションが存在し、相互接続されて
います。

MMEは、Modify Bearer要求を SGW-Cに送信します。

SGW-C/cnSGWは FARで eNodeB F-TEIDを更新します。

1

SGW-C/cnSGWは、Sx Modify要求（Sxa）を UPFに送信します。UPF：

•ダウンリンクデータの eNodeB F-TEIDを更新する

•新しい Remove TEIDを使用して VPPで TEPエントリを更新する

2

UPFは、Sx Modify応答（Sxa）を SGW-C/cnSGWに送信します。3

S-GWは、Modify Bearer応答をMMEに送信します。4

Collapsed UPFを使用したアイドル/アクティブ DDNの処理

次の図は、Collapsed UPFを使用したアイドル/アクティブ DDNの処理について説明していま
す。
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表 6 : Collapsed UPFを使用したアイドル/アクティブ DDNの処理のコールフロー説明

説明ステップ

UEの初期接続の一部として、N4および Sxaセッションは SMFおよび UPFで
すでに確立されています。UPFで、N4+Sxaセッションが存在し、相互接続さ
れています。MMEでは、UEはアクティブ状態からアイドル状態に移行しま
す。

MMEは、Release Access Bearer要求を SGW-C/cnSGWに送信します。
SGW-C/cnSGWは、パケットをバッファするように UPFに通知します。

1

SGW-C/cnSGWは、SxModify要求（Sxa）をUPFに送信します。UPFは、eNodeB
に対する FARアクションをバッファ状態に更新します。バッファリング用に 6
タプルフローがオンロードされます。

2

UPFは、Sx Modify応答（Sxa）を SGW-C/cnSGWに送信します。3

SGW-Cは、Release Access Bearer応答を SGW-C/cnSGWに送信します。4
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説明ステップ

ISP/Giは、受信したダウンリンクパケットを UPFに送信します。N4セッショ
ンで UPFが受信したパケットは、バッファリングのためにインターコネクト
Sxaセッションに渡されます。

5

UPFは、Usage Report Request（Sxa）を SGW-C/cnSGWに送信します。6

SGW-C/cnSGWは、Usage Report Respons（Sxa）を UPFに送信します。7

SGW-C/cnSGWは、DDN通知をMMEに送信します。8

MMEは、DDN Acknowledgmentを SGW-C/cnSGWに返送します。9

MMEでは、UEはアイドル状態からアクティブ状態に移行します。MMEは、
Modify Bearer要求を SGW-Cに送信します。SGW-C/cnSGW：

• FARで eNodeB F-TEIDを更新する

• FARアクションを Forwardに更新する

10

SGW-C/cnSGWは、Sx Modify要求（Sxa）を UPFに送信します。UPF：

•ダウンリンクデータの eNodeB F-TEIDを更新する

•新しい Remove TEIDを使用して VPPで TEPエントリを更新する

•各 6タプルストリームを見つけて、バッファリングされたパケットを解放
します

11

UPFは、Sx Modify応答（Sxa）を SGW-C/cnSGWに送信します。12

S-GWは、Modify Bearer応答をMMEに送信します。13

S1ハンドオーバー中の IDFT処理

次の図は、Collapsed UPFを使用した S1ハンドオーバー中の IDFTの処理を示しています。
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表 7 : S1ハンドオーバー中の IDFT処理コールフローの説明

説明ステップ

初期接続の一部として、N4および Sxaセッションは SMFおよびUPFですでに
確立されています。S1ハンドオフがトリガーされます。

MMEは、Indirect Tunnel要求メッセージを SGW-C/cnSGWに送信します。

1

SGW-C/cnSGWは、Sx Modify要求（Sxa）を UPFに送信します。UPFで：

• IDFT PDRが SessMgrで検出される

•新しい F-TEIDが IDFTトンネルに割り当てられる

•コンバージドデータパスが不要で、Slowpath経由で通信される

2

UPFは、Sx Modify応答（Sxa）を SGW-C/cnSGWに送信します。3

SGW-C/cnSGWは、Create Indirect Tunnel応答をMMEに送信します。4

送信元 eNodeBは、IDFTデータパケットを UPFに送信します。UPFで一致す
る 3タプルストリームがない場合、パケットは SessMgrに転送されます。

5

UPFは、IDFTデータパケットを、接続先 eNodeBに送信します。6

同じ SGW-Uを使用した S-GWの再配置

次の図は、接続先 S-GWが同じ UPFを選択する S-GW再配置を示しています。
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表 8 :同じ SGW-Uが設定された SGW再配置コールフローの説明

説明ステップ

初期接続の一部として、N4およびSxaセッションは、送信元SGW-C/cnSGW、
SMF/IWFおよび UPFですでに確立されています。

MMEは、Create Session要求を接続先 SGW-C/cnSGWに送信します。

1

接続先 SGW-C/cnSGWは、Sx Establishment要求（Sxa）をUPFに送信します。
UPFは、アップリンクパケット（Slowpath）に関する新しい Sxaセッションを
N4セッションにリンクします。

2

UPFは、Sx Establishment応答（Sxa）を接続先 SGW-C/cnSGWに送信します。3

接続先 SGW-C/cnSGWは、Create Session ResponseをMMEに送信します。4

MMEは、Modify Bearer Request（eNodeB F-TEID）を接続先 SGW-C/cnSGWに
送信します。

5

接続先 SGW-C/cnSGWは、Sx Modify要求（Sxa）を UPFに送信します。6

UPFは、Sx Modify応答（Sxa）を接続先 SGW-C/cnSGWに送信します。7
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説明ステップ

接続先 SGW-C/cnSGWは、Modify Bearer要求を SMF/IWFに送信します。8

SMF/IWFは、Sx Modify要求（N4）を UPFに送信します。UPFはダウンリン
クトンネルを切り替え、N4セッションを新しい Sxaセッションにリンクしま
す。

9

UPFは、Sx Modify応答（N4）を SMF/IWFに送信します。10

SMF/IWFは、Modify Bearer応答を接続先 SGW-C/cnSGWに送信します。11

接続先 SGW-C/cnSGWは、Modify Bearer応答をMMEに送信します。12

MMEは、Delete Session要求を送信元 SGW-C/cnSGWに送信します。13

送信元 SGW-C/cnSGWは、Sx Delete Session要求を UPFに送信します。14

UPFは、Sx Delete Session応答を送信元 SGW-C/cnSGWに送信します。15

送信元 SGW-C/cnSGWは、Delete Session要求をMMEに送信します。16

Wi-Fiから LTEへのハンドオーバー

ここでは、Wi-Fiから LTEへのハンドオーバーコールフローについて説明します。
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表 9 : Wi-Fiから LTEへのハンドオーバーコールフローの説明

説明ステップ

SMF/IWFと UPF間のWi-Fiに対して N4セッションが確立されます。

MMEは、Create Session要求を（4Gに移動）SGW-C/cnSGWに送信します。

1

SGW-C/cnSGWは、Sx Session Establishment要求（F-TEIDなし）をUPFに送信
します。

2

IMSIベースのルックアップは、SessMgr IDの SxDemuxで行われます。

UPFは、Sx Establishment要求を SGW-C/cnSGWに送信します。

3

SGW-C/cnSGWは、Create Session要求を SMF/IWFに送信します。4

SMF/IWFは、新しい Uplink RB PDRを使用して Sx Modify要求を UPFに送信
します。

5

UPFは、Uplinkデータの新しい TEIDを使用して Sx Modifyを SMF/IWF TEID
に送信します。

6

SMF/IWFは、Create Session応答を SGW-C/cnSGWに送信します。7

SGW-C/cnSGWは、更新された Uplink FARを使用して Sx Modify要求を UPF
に送信します。

8

アップリンクパスが確立されます。

UPFは、Sx Modify応答を SGW-C/cnSGWに送信します。

9

SGW-C/cnSGWは、Create Session応答をMMEに送信します。10

MMEは、Modify Bearer要求を SGW-Cに送信します。11

SGW-C/cnSGWは、eNodeB TEIDを使用して Sx Modify要求を UPFに送信しま
す。

12

UPFは、Sx Modify応答を SGW-C/cnSGWに送り返します。13

SGWは、Modify Bearer要求を SMF/IWFに送信します。14

SMF/IWFは、tunnel switch Sx Modify要求を UPFに送信します。15

Sxaセッションとの Collapsedデータパスが UPFで確立されます。

UPFは、Sx Modify応答を SMF/IWFに送信します。

16

SMF/IWFは、Modify Bearer応答を SGW-C/cnSGWに送信します。17

S-GWは、Modify Bearer応答をMMEに送信します。18
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制限事項

この機能には次の既知の制限事項があります。

• Sxaレッグが1つのユーザープレーンサービスに属し、N4レッグが別のユーザープレーン
サービスに属している場合、データパスは折りたたまれません。

• Sxaレッグが1つのコンテキストの下にあり、N4レッグが別のコンテキストにある場合、
データパスを折りたたむことはできません。

• show subscribers user-plane-only full all CLI出力の S-GW部分には、ToSマーク付きのアッ
プリンクおよびダウンリンクパケットは表示されません。

• show user-plane-service statistics rat all CLI出力の S-GW部分では、Unknownのセッショ
ン統計が増分されますが、データ統計は RAT-type Unknownで増分されません。

• S-GWの合法的傍受は、サポートされていません。

• S-GWベアラの非アクティブタイムアウトは適用されません。これは、S-GWURRによっ
て決定されるものであり、Collapsed Datapathではその処理が行われないためです。

•コールのS-GWレッグは、ローカルでコンバージドセッションをパージし、UPFは、引き
続き eNodeBにデータを送信します。

コンバージドコールに課金する
表 10 :機能の履歴

説明リリース情報機能名

UPFは、コンバージドコールの S-GW
課金データレコード（CDR）ボリューム
レポートをサポートしています。この機

能により、インバウンド LBOローミン
グシナリオで、これらの CDRをレポー
トや課金に使用できます。

この機能により、ACSサービス構成に
新しい CLIコマンド
converged-sxa-usage-reportingが導入さ
れ、ボリューム数が記載された使用レ

ポートを生成できます。

デフォルト設定：無効：有効にするには

設定が必要。

2024.02.0コンバージドコールの課金サ

ポート

コンバージドデータパス
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機能説明

コンバージドコールの場合、SGW-Uは、SGW-Cが、それに基づいて CDRを生成する使用状
況レポートを SGW-Cに送信します。この機能は、converged-sxa-usage-reportingCLIコマンド
を使用して有効にできます。有効にすると、SGW-Uは、ボリュームアカウンティングを含む
使用状況レポートを SGW-Cに送信し、それに基づいて SGW-Cが CDRを生成します。

機能の仕組み

SGW-Uがボリュームレポートを更新する場合、URRリンクはSGW-UベアラーURRとPGW-U、
UPFベアラー、または SDFレベルの URRの間で発生します。UPFでの課金の調整中に、Sxa
での課金の調整も同時に行われます。しきい値トリガーに応じて、SGW-Uは使用状況レポー
トを生成します。しきい値トリガーの例として、時間しきい値、ボリュームしきい値、クエリ

URRなどが挙げられます。その後 SGW-Uは、使用状況レポートを SGW-Cに送信し、それに
基づいて、SGW-Cが CDRを生成します。

コンバージドコール向けのPGW-UまたはUPFURRと一緒にSGW-UベアラーURRのボリュー
ムカウントを更新するには、次のプロセスを発生させます。

• SGW-Uのデフォルトのベアラー URRの参照ポインタは、PGW-Uまたは UPFのデフォル
トのベアラー URRに保存されます。

• SGW-U専用ベアラーの URRの参照ポインタは、PGW-Uまたは UPFの対応する専用ベア
ラーの SDFレベルの URRに保存されます。

LC数の調整中に、PGW-Uまたは UPFと SGW-Uベアラーの URRが通過されます。次に、両
方のコール ID URRのボリュームカウントが更新されます。

•コールがコンバージドコールとして確立される場合、SGW-UベアラーURRの参照ポイン
タは、コールコンバージェンス中に PGW-U、UPFベアラー、または SDFレベルの URR
に保存されます。

•非コンバージドコールからコンバージドコールに S-GWを再配置する場合、URRのリン
クが発生します。URRリンクは、SGW-UベアラーURRの参照ポインタが、PGW-U、UPF
ベアラー、または SDFレベルの URRに保存されることを意味します。

•コンバージドコールから非コンバージドコールに S-GWを再配置する場合、URRのリン
ク解除が発生します。URRのリンク解除は、SGW-Uベアラー URRの参照ポインタが、
PGW-U、UPFベアラー、または SDFレベルの URRから削除されることを意味します。

•リカバリの場合、リンクの再作成が発生します。これは、一貫した動作を維持するため
に、リカバリ中に SGW-U URRの参照ポインタが PGW-Uまたは UPF URRに保存される
ことを意味します。

（注）

コンバージドデータパス
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制限事項

コンバージドコールの課金機能には、次の制限があります。

• S-GW URRのボリュームレポートは、対応する PGW-Uまたは UPFの URRの使用数に基
づいています。たとえば、P-GW処理が原因でドロップされたアップリンクパケットは、
Sxaコールでは考慮されません。

• RAまたは RSパケットの課金は UPFでは発生しません。Sxa使用状況レポートは UPFに
依存するため、RAまたは RSパケットは Sxaコールの課金対象にはなりません。

•同じ URR IDを使用する複数のベアラーは、Sxaとして生成される使用状況レポートに不
整合が生じます。

•コンバージドコールの場合、パケットが N4レッグで課金されない場合、これらのパケッ
トは Sxaでも課金されません。

•専用ベアラーで事前定義されたルールに対する課金は、コンバージドコールではサポート
されません。

•コールがコンバージされると、既存のコールの接続時間まで、この機能の設定は有効また
は無効のままです。構成の変更は、新しいコール以降に適用されます。この機能が有効に

なっている場合、既存のURRと新しいURRに対して課金が継続されます。ただし、この
機能が無効になっている場合、既存および新しい URRに対して課金は行われません。

eGCDRを構成する
PGW-UまたはUPFでデフォルトベアラーURRを作成するには、PGW-UまたはUPFに eGCDR
構成が必要です。

以下に設定サンプルを示します。

config
active-charging service ACS

rulebase starent
billing-records egcdr

end

GTPPグループの構成
PGW-UまたはUPFでデフォルトベアラーURRを作成するには、PGW-UまたはUPFにGTPP
グループ構成が必要です。

以下に設定サンプルを示します。

config
context ISP

apn intershat
gtpp group my_grp

end

コンバージドデータパス
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コンバージド Sxaコールのボリュームカウントを含む使用状況レポー
トの生成します

Sxaコールのボリュームカウントを含む使用状況レポートを生成するには、次の構成例を使用
します。

config
active-charging service service_name

converged-sxa-usage-reporting
end

注：

• converged-sxa-usage-reporting：統合 SxAコールの使用状況レポートの生成を有効にしま
す。この機能を無効にするには、no converged-sxa-usage-reportingシンタックスを追加し
ます。デフォルト値は no converged-sxa-usage-reportingです。

設定例

次に、統合 Sxaコールの使用状況レポート生成の構成例を示します。
config
active-charging service ACS

converged-sxa-usage-reporting
end

コンバージドデータパスを構成する
この項では、この機能をサポートするために使用可能な CLIコマンドについて説明します。

UPFでコンバージドデータパスを有効にする
次の構成を使用して、UPFでコンバージドデータパスを有効にします。

configure
user-plane converged-mode
end

注：

• user-plane：構成に関連する UPFを指定します。

• converged-mode：Sxaコールおよび N4コールの Collapseデータパスを指定します。

•デフォルトでは、CLIは無効になっています。

•起動設定に CLIを追加することをお勧めします。

コンバージドデータパス

20

コンバージドデータパス

コンバージド Sxaコールのボリュームカウントを含む使用状況レポートの生成します



Sxaおよび N4にリモートピアを構成する
次のCLIコマンドを使用して、SxaおよびN4インターフェイスのリモートピアを構成します。

configure
control-plane-group group_name

peer-node-id ipv4-address ipv4_address interface n4
peer-node-id ipv4-address ipv4_address

end

Sxaおよび N4にユーザープレーンサービスを構成する
次のコマンドを使用して、Sxaおよび N4インターフェイスに対して UPサービスを構成しま
す。

configure
user-plane-service service_name

associate gtpu-service gtpu_service upf-ingress
associate gtpu-service gtpu_service sgw-ingress
associate gtpu-service gtpu_service sgw-egress
associate gtpu-service gtpu_service cp-tunnel
associate sx-service sx_service

associate control-plane-group group_service

end

モニタリングおよびトラブルシューティング

showコマンドと出力
この項では、コンバージドデータパス機能をサポートするために利用可能な show CLIコマン
ドおよび出力について説明します。

show subscribers user-plane-only all

このCLIコマンドの出力が強化され、セッションがコンバージドされているかされていないか
を示す次のフィールドが表示されるようになりました。

•コンバージド

•非コンバージド

show subscribers user-plane-only full all

この CLIコマンドの出力が強化され、以下のフィールドが表示されるようになりました。

•コンバージドセッション

•コンバージドピアコール ID

コンバージドデータパス
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show user-plane-service statistics all

この CLIコマンドの出力が強化され、以下のフィールドが表示されるようになりました。

•コンバージドデータセッション PDN：

•アクティブ

•設定

•リリース日

コンバージドデータパス
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